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令和５年８月２３日（水）

○１施設あたりの空きベッド率

特別養護老人ホーム ：11％

老人保健施設 ： 8%

認知症高齢者グループホーム ： 4%

１．施設整備計画について

２．介護人材確保対策事業について

出典：令和４年度市川市居所実態変更調査

○入所・入居者 市内率

特別養護老人ホーム ： 85％

老人保健施設 ： 71%

認知症高齢者グループホーム ：100%

○1施設あたりの待機者数(市内)

特別養護老人ホーム ：9.9人

老人保健施設 ：3.2人

認知症高齢者グループホーム ：1.9人

（１）介護サービス事業所の職員として就労

するにあたって、最も重要視している項目

１位 やりがい ：35.5%

２位 通勤のしやすさ ：25.0%

３位 給与面 ：17.7%

４位 社風 ：13.9%

５位 残業時間の適正さ ： 3.2%

６位 福利厚生 ： 2.9%

７位 法人の知名度が高い ： 1.5%

（２）介護人材確保対策として、市川市(行

政)に要望する事業

１位 研修補助の充実 ：31.5%

２位 マッチング支援 ：30.1%

３位 介護職の魅力発信に

向けた施策の実施 ：24.0%

４位 介護ロボット導入支援 ：11.6%

５位 外国人介護職員採用支援 ： 2.7%

出典：令和４年度市川市介護人材実態調査

※特別養護老人ホームについては、

「特別養護老人ホーム入所希望者

の実人員調査」に基づいた数値

（令和5年1月1日現在の居宅か

つ要介護３以上の待機者数）を

使用し、令和5年4月1日現在の

市内特養施設数で割ったもの。

（単位：人）

※
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３．業務の効率化について ４．介護認定審査会の簡素化や認定事務の効率化に向けた

取組の推進について

○介護分野の文書に係る主な負担軽減策について

○電子申請の普及率について

○認定事務の効率化

認定事務の効率化における本市の２つの取組み

（１）電子審査会システムの活用 （平成２８年度導入）

（２）訪問調査端末の活用 （令和 ３年度導入）
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○市川市における介護認定審査会の簡素化

簡素化実施割合：0.7％

<表６>

<表７>
<図１>出典：介護分野の文書に係る負担軽減に関する専門委員会（第５回）
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